2006.3.12藤咲整形外科医院だより

　医院だよりも第2回となりました。

　花粉症の季節となりました。症状のある方は、独自の工夫をしておいでのことでしょう。薬をご希望のときは、お気軽にご相談ください。お勧めは、眠気などの、副作用の少ない種類が出揃った、抗ヒスタミン剤です。体にあったものを見つけるために、はじめは、2～3種類を試すことも良いでしょう。漢方も、1つの手段です。

今回は、花粉症に使われる漢方について、お知らせします。

　漢方には、かぜの処方と、花粉症の処方の区別はありません。症状に対する治療が、重視されます。

　代表的に、小青竜湯、葛根湯があげられます。これらは薬局などで、比較的手軽に入手できます。試みたことのある方もおありのことでしょう。

　今期、藤咲整形外科医院では、上記のほかの選択肢として、麻黄附子細辛湯（まおうぶしさいしんとう）を採用しました。鼻水、くしゃみに、効果があります。激しい症状が起きてしまってから飲むよりも、症状のおこりを穏やかに抑えるのみ方が良いようです。
　花粉症については、多くの情報があり、かえって迷うこともあります。症状が改善し、そして、おのおのの体にあった、安全な薬を見つけましょう。いらいらするまで我慢せず、薬に頼るのではなく、上手に利用しましょう。肩の力を抜いて、冷静にこの季節を乗り切りましょう。

　血液検査で、どの花粉にアレルギー性を持っているのか、知っておくことも、役に立ちます。スギのほか、ヒノキに反応する方は、初夏まで症状が残ることもあります。
　本格的な春は、そこまで来ています。農業の方はもとより、園芸などなさる方は、膝、腰、いたわりながらお励みください。
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